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際 

第71巻  

第 13 号 

15-21 2022 

対馬ルリ子 わが国の中絶・避妊の現

状と課題 

医学のあゆみ Vol.281 

No.7 

739-742 2022 

対馬ルリ子 経口妊娠中絶薬の治験に
ついて 2021年12月、経
口妊娠中絶薬が承認申請 

東 京 思 春 期 保

健 研 究 会 

News Letter  

156 号 3 2022 

対馬ルリ子 妊娠・出産・育児期に特有

の健康課題 

産 業 保 健 と 看

護 

14 巻 1 号 31-35 2022 

対馬ルリ子 女性のライフステージと

ホルモンの変化 

Rp.+ 

 

vol.21 No.1 38-45 2022 

対馬ルリ子 

 

産婦人科医が考える女性
の理想体型女性のやせの
問題（女子ホルモンと栄
養）- 

-女性のやせの問題（女子

ホルモンと栄養）- 

日 本 ア ン チ エ

イ ジ ン グ 歯 科

学会誌 

vol.14 18-23 2021 

対馬ルリ子 更年期障害 総合診療 Vol.31 No.3 p334-336 2021 

対馬ルリ子 人工妊娠中絶の問題点 日 本 産 婦 人 科

医 会 研 修 ノ ー

ト 

No.106  33-34 2020 

対馬ルリ子 PMS（月経前症候群）、

PMDD（月経前気分不快

症候群）は当然のことで

はなく深刻な病気 ため

らわずに健診を受けにき

て 

Haelth&Joy 3 月号 18-19 2020 

齋藤 早苗、嶋 大樹、

富田 望、対馬 ルリ

子、熊野 宏昭 

便秘を自覚する成人男性

における体験の回避が腹

痛および腹満感の頻度に

及ぼす影響 

心身医学 60 巻第 4 号 p.339-348 2020 

対馬ルリ子 性犯罪・性暴力被害者に

はどのように対応すれば

よいか 

臨 床 婦 人 科 産

科 

Vol.74 

No.7 

p682-689 2020 
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Ohara C, Nishizono-

Maher A, Sekiguchi A, 

Sugawara A, Morino Y, 

Kawakami J, Hotta 

Suzuki M 

Individualized peer 

support needs assessment 

for families with eating 

disorders 

Biopsychosoc 
Med 

 

14;17(1) 11 (e-

journal) 

2023 

Mar 

鈴木眞理 神経性やせ症 学校での
適切な支援をめざして 

 

よぼう医学（公

益 財 団 法 人 東

京 都 予 防 医 学

協会） 

547 号 6－9 2023 年 1

月 

鈴木眞理 やせ願望と神経性やせ症 体育の科学 72 巻 9 号  608－612 2022 年 9

月 

鈴木眞理 一般社団法人日本摂食障

害協会の活動 

臨床栄養 139 巻 5 号 657-662 2021 年

10 月 

鈴木眞理 日本女性のやせと健康問

題 

健康医学（一般

財 団 法 人 健 康

医学協会） 

51 号 34-36 2021 年 4

月 

鈴木眞理 思春期女性のやせと神経

性やせ症  

思春期学（日本

思 春 期 学 会 雑

誌） 

 39(1) 28－34 2021 年 3

月 

小原千郷、菅原彩子、西

園マーハ文、鈴木（堀

田）眞理  

 

オンライン上で行う摂食

障害の啓発活動の試みと

その課題―当事者の発表

動機と発表の影響に着目

してー 

 

人間科学研究  

文 教 大 学 人 間

科学部  

第 42 号  71－80  2021 年 3

月 

鈴木眞理  摂食障害  総合診療    

 

31(3) 299－301 2021 年 3

月 
鈴木（堀田）眞理   摂食障害で起こりうる身

体状況 

精神科 38(3) 

 

249－256 2021 年 3

月 

鈴木眞理 摂食障害のケア   公 益 社 団 法 人

日 本 産 婦 人 科

医 会 研 修 ノ ー

ト 

No106 83－88  2020 年

12 月 

 

鈴木眞理 邦訳：アスリートとコー

チ＆トレーナーのための

ガイドブックの紹介② 

特 定 非 営 利 活

動 法 人 日 本 ト

レ ー ニ ン グ 指

導 者 協 会 機 関

紙  (JATI 

EXPRESS） 

78 44－46 2020 年 8

月 
鈴木眞理 邦訳：アスリートとコー

チ＆トレーナーのための

ガイドブックの紹介① 

特 定 非 営 利 活

動 法 人 日 本 ト

レ ー ニ ン グ 指

導 者 協 会 機 関

紙 (JATI 

EXPRESS） 

77   40－42 2020 年 6

月 

鈴木（堀田）眞理  内科医のための神経性や

せ症診断ポイント  

脳神経内科  93(5) 645－650 

 

2020 年 5

月 
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Saito Y, Shimoi T, 

Iwata S, Maejima A, 

Abe K, Udagawa R, 

Yonemori K, Furukawa 

T, Wakao F. 

Impact of relative dose 

intensity of trabectedin 

with pegfilgrastim 

support: a single-centre 

retrospective study. 

Journal of 

Chemotherapy. 

Jan 12 1-8 2022 

Taniguchi C, Sezai I, 

Yoshimi I, Hirano T, 

Wakao F. 

Effectiveness of a 

smoking cessation 

educational program for 

Japanese nurses on 

subsequent changes of 

behavior in delivering 

smoking cessation 

counseling. 

Tobacco 

Induced 

Diseases. 

20 19 2022 

Sezai I, Taniguchi C, 

Yoshimi I, Hirano T, 

Wakao F. 

How Self-Efficacy 

toward, Perceived 

Importance of, and 

Beliefs about Smoking 

Cessation Support 

Impact-Related 

Behaviors in Japanese 

Nursing Professionals. 

International 

Journal of 

Environmental 

Research and 

Public Health. 

19(4) 2304 2022 

若尾文彦 がん医療に関する情報の

信頼性 

日 本 信 頼 性 学

会誌 

44(2) 86-91 2022 

早川雅代、渡部乙女、下

井辰徳、一家綱邦 、髙

山智子、若尾文彦. 

科学的根拠が不十分なが

ん免疫療法の情報収集か

ら受療までの患者の気持

ちと医師の悩みに関する

質的調査 

日 本 ヘ ル ス コ

ミ ュ ニ ケ ー シ

ョン学会雑誌 

13(1) 40-51 2022 

力武諒子、渡邊ともね、

山元遥子、市瀬雄一、新

野真理子、松木明、太田

将仁、坂根純奈、伊藤ゆ

り、東尚弘、若尾文彦 

がん診療連携拠点病院等

の指定要件関連の詳細に

関する実態 

病院 5 436-441 2022 

齋藤義正，高橋宏和，若

尾文彦 

がん対策推進基本計画に

基づいたがん化学療法チ

ーム研修の役割 

日 本 公 衆 衛 生

雑誌 

69(7) 527-535 2022 

力武諒子、渡邊ともね、

山元遥子、市瀬雄一、新

野真理子、松木明、太田

将仁、坂根純奈、伊藤ゆ

り、東尚弘、若尾文彦 

がん診療連携拠点病院等

の指定要件に関する調査 

厚生の指標 69(6) 15-21 2022 

谷水正人、青儀健二郎、

下井辰徳、加藤雅志、若

尾文彦、中釜 斉 

抗がん剤外来治療は採算

せいが確保されていない

－全国がんセンター協議

会加盟 32 病院の外来通

院治療と入院治療の粗利

額比較分析－ 

日 本 医 療 マ ネ

ジ メ ン ト 学 会

雑誌 

22（4） 183-188 2022 

Toh Y, Inoue Y, 

Hayakawa, M, Yamaki 

C, Takeuchi, H, Ohira 

M, Matsubara H, Doki 

Y, Wakao, F, Takayama 

T 

Creation and provision of 

a question and answer 

resource for esophageal 

cancer based on medical 

professionals’ reports of 

patients’ and families’ 

views and preferences. 

Esophagus 18(4) 872-879 2021 

Takayama T, Yamaki 

C, Hayakawa M, 

Higashi T, Toh Y, 

Wakao F. 

Development of a New 

Tool for Better Social 

Recognition of Cancer 

Information and Support 

Activities Under the 

National Cancer Control 

Policy in Japan. 

Journal of 

Public Health 

Management 

and Practice 

27(2) E87-E99 2021 

Yamaki C, Takayama 

T, Hayakawa M, 

Wakao F. 

Users' evaluation of 

Japan's cancer 

information services: 

process, outcomes, 

satisfaction and 

independence. 

BMJ Open 

Quality 

10(4) e001635 2021 

Ln J, Nakamura Y, 

Mikami H, Kusakabe 

M, Saruki N, Wakao F, 

Nagase H. 

Matters of data openness 

and KapWeb, a web tool 

of multi‐cancer survival 

analysis for cancer 

survivors. 

Cancer Science 112(5) 2060-2062 2021 

若尾文彦 がん診療連携拠点病院等

と地域との連携について 

癌と化学療法 48(6) 749-752 2021 

助友裕子、東 尚弘､若

尾文彦 

外部講師活用型がん教育

の推進における  教育委

員会担当者の困り事  —

がん対策担当部署との連

携に向けた ワークショ

ップ参加者の記述— 

日 本 健 康 教 育

学会誌 

29(2) 163-172 2021 

Hirano T, Shobayashi 

T, Takei T, Wakao F. 

Exposure Assessment of 

Environmental Tobacco 

Aerosol from Heated 

Tobacco Products: 

Nicotine and PM 

Exposures under Two 

Limited Conditions. 

International 

Journal of 

Environmental 

Research and 

Public Health. 

17(22) 8536 2020 

瀬在  泉 , 谷口  千枝 , 

平野 公康, 若尾 文彦 

全国 5 ヶ所で実施した看

護職に対する禁煙支援研

修会の効果 研修会前後

の比較 

日 本 禁 煙 学 会

雑誌 

15 巻 3 号 70-79 2020 

 

 

                                                                          

 


